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JFA 第 34 回全日本 O-30 女子サッカー大会 参加レポート 

                                                                  

   岡山県 2 級審判員 友宗菜月 

 

大会概要 

・大会名;  JFA 第 34 回全日本 O-30 女子サッカー大会          

・主催 ;    公益財団法人日本サッカー協会 

・主管 ;    一般財団法人静岡県サッカー協会 

・期日 ;    令和 5 年 3 月 16 日(木) 17 日(金)、18 日(土)、19 日(日) 

・会場 ;     時之栖スポーツセンター裾野グラウンド(静岡県裾野市) 

 

 

 

〈研修会〉 

 今大会が始まる前に、オンライン研修会が行われました。私自身の都合上、オンライン研修会

を欠席しましたが、後日レコーディングしていただいたものを拝見しました。はじめに、今大会

の要項の確認、JFA 審判委員会女子部の鮎貝さんから「大会に臨むにあたり」の講話をしていた

だきました。講話を聴いて、「レフェリー」の役割・存在は、選手が最高のパフォーマンスがで

きるよう、一番近くでサポートするサッカー仲間であることがとても印象に残りました。また、

レフェリーも一人ではなく、レフェリーチームとして最善の決定を導きだすことが心に響き、緊

張や不安が少しやわらぎました。今大会の研修では、選手の安全の確保をテーマに行われました。

初日の夜の研修会では、大会が始まる前だったので、どのような怪我や接触が予想されるか、デ

ィスカッションしながら考えました。また、負傷者の対応では、どのような対応が試合を円滑に、

選手の安全を確保できるか考え、大会に向けて準備しました。二日目からは、自分たちが担当し

た試合で、どのような事象が起こったのか、また、自分たちがどのように対応すれば良かったの

かをディスカッションし、翌日の試合で似たような事象が起こった時に、対応することができま

した。 
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〈担当試合〉 

3/17   スフィーリアガール呉羽 FC vs. ENSOWA KUMAMOTO      (副審 1) 

           大和シルフィード 98 vs. スフィーリアガール呉羽 FC    (主審) 

3/18   Legame  vs. SOCIOS.FC. VENGA             (主審) 

           おいでやす京都 vs.シュピーニ大阪                         (副審 1)  

3/19   山口選抜 vs.FC.TON.レディース                 (主審) 

           室蘭アイスバース vs.SOCIOS.FC.VENGA                (第 4 の審判員) 

                                                                   合計 6 試合 

   

    

 

〈担当試合の振り返り〉 

●主審として 

  私が担当した試合で味方同士の接触で、一人の選手が立てないほどの負傷であったり、守

備側選手がボールに対しスライディングをした勢いで頭部をグラウンドに強く打ち、脳震

盪の疑いを伴う負傷があったりなど、研修会で学んだことが実際の試合で起こりました。事

前に研修会でディスカッションしたことで、私自身でスムーズに対応できた場面と、他に最

善策があったのではないかと思う場面がありました。日頃の試合から、どんな事象が起きて

も冷静に対応できるように、意識して取り組むことが必要だと改めて実感しました。 

 また、試合状況や判定の見極めが難しく試合のコントロールが上手くできなかったこと

が、今大会を通じて私の力不足であることを痛感しました。これから、多くの試合を経験し、

試合が円滑に進められるよう、努めてまいります。 
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●副審として 

 私がオフサイドの判定をし、役員や選手から異議を言われたのが初めての経験で、副審は

孤独なのだなと感じました。今大会では、観客や役員、選手に何を言われても平常心を保つ

ことが大切なのだと実感しました。オフサイドの判定も納得してもらえるように、これから

様々な試合を経験して努めていきたいと思います。  

 

●第 4 の審判員として 

 今大会では、普段の試合とは違い、交代が自由な交代であったことが難しかったです。 

私の担当した試合では、交代人数が少なかったので、スムーズに行えました。 

これからの試合で、自由な交代が採用される試合では、今大会の経験を活かしたいと思いま

す。 

 

    

 

〈まとめ〉 

 今大会では、選手の安全の確保について、研修、試合を通して学ぶことができました。私

が主審を担当した試合で、脳震盪の疑いを伴う負傷がありました。負傷の確認に時間がかか

るため、試合を中断しました。初めての経験で手順がわからず、インスタラクターの方の協

力を得て、無事に試合を終えることができました。もし、これからの試合で中断するような

事象が起きたときに冷静に対応出来るよう、今大会で学んだことを活かしていきたいと思

います。研修会では、小さな悩みでも全員に共有することで、不安を取り除いて翌日の試合

に臨むことができました。 

 また、初めての全国大会で緊張し、上手くいかなくて悔しい思いをしましたが、新たな課

題が見つかったので、これからの審判活動に活かしていきたいと思います。今大会を通して

出会えたインストラクターの皆様、審判員の皆様とまた審判ができるよう、これからの審判
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活動を頑張りたいと思います。四日間ありがとうございました。 

 

  

 

 


